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地
方
卸
売
市
場

の
民
営
化

副
市
長
の
選
任

高
層
建
築
物

の
火
災
対
応

国
府
台
公
園

の
再
整
備

子
育
て
支
援

問　
市
川
市
地
方
卸
売
市
場
は
、

生
鮮
食
料
品
等
を
安
定
的
に
市

民
へ
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
市
場
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
等
に
対
応
す

る
た
め
、
運
営
を
民
間
に
移
行

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
民
営

問　
本
市
で
は
、
条
例
上
、
副

市
長
を
２
名
以
内
で
置
く
こ
と

が
可
能
だ
が
、
平
成
26
年
度
以

問　
平
成
29
年
６
月
の
ロ
ン
ド

ン
で
の
火
災
に
続
き
、
７
月
に

は
ハ
ワ
イ
の
高
層
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
で
火
災
が
発
生
し
、
死
亡

者
が
出
た
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ

ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

問　
現
在
の
国
府
台
公
園
は
、

運
動
施
設
の
機
能
不
足
や
老
朽

化
を
は
じ
め
、
駐
車
場
や
緑
地

の
不
足
等
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
市
民
が
よ
り
快
適
に

利
用
す
る
た
め
に
も
改
修
が
必

要
と
考
え
る
。
市
は
同
公
園
の

再
整
備
を
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
計
画
の
概
要
及
び
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

答　
平
成
29
年
６
月
の
都
市
公

園
法
施
行
令
改
正
に
よ
り
運
動

施
設
率
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
加
え
、
千
葉
商
科
大
学

と
の
土
地
交
換
に
つ
い
て
も
合

意
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
公

園
の
再
整
備
が
可
能
と
な
っ

た
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
機
能
の
向

上
」
の
他
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
等
の
「
公
園
機
能
の
充
実
」

等
を
基
本
設
計
の
基
礎
に
位
置

付
け
、
野
球
場
へ
の
人
工
芝
の

導
入
や
夜
間
照
明
設
備
の
設
置
、

陸
上
競
技
場
の
観
覧
席
の
改
修
、

現
在
園
内
に
分
散
し
て
い
る
駐

車
場
を
北
側
に
集
約
し
て
歩
車

分
離
を
図
る
こ
と
で
、
運
用
効

率
と
歩
行
者
の
安
全
性
を
高
め
、

不
足
し
て
い
る
緑
地
の
確
保
を

進
め
る
。
今
後
は
、
実
施
設
計

の
委
託
を
行
い
、
そ
の
後
、
工

事
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

よ
り
、
子
育
て
環
境
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
、
子
育
て
世
帯

と
祖
父
母
世
帯
の
同
居
に
加
え
、

近
居
に
対
し
て
も
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育
園

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　
子
育
て
世
帯
同
居
・
近
居

ス
タ
ー
ト
応
援
事
業
は
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
同
居

の
他
、
子
育
て
世
帯
と
祖
父
母

世
帯
が
直
線
距
離
５
０
０
ｍ
以

内
で
住
居
の
購
入
等
を
行
う
場

合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
あ
る
。
29
年
10
月
末
時

点
で
36
世
帯
の
申
請
が
あ
り
、

同
居
に
各
１
０
０
万
円
、
近

居
に
は
各
50
万
円
を
交
付
し

た
。
保
育
園
の
整
備
に
お
い
て

は
、
29
年
12
月
ま
で
に
認
可
保

育
園
３
園
が
開
園
し
、
新
た
に

約
１
６
０
人
の
定
員
増
加
を
実

現
し
た
。
今
後
の
見
通
し
と
し

て
は
、
29
年
度
か
ら
の
２
年
間

で
定
員
２
０
０
０
人
の
拡
大
に

向
け
、
認
可
保
育
園
及
び
小
規

模
保
育
事
業
所
の
設
置
を
強
く

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
保
育
園

の
設
置
の
際
、
近
隣
の
住
民
が

不
安
を
抱
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

保
育
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、

説
明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。

化
の
内
容
及
び
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

答　
生
鮮
食
料
品
等
の
国
内
生

産
量
の
減
少
や
市
場
外
流
通
の

増
加
等
に
よ
り
、
卸
売
市
場
に

お
け
る
取
扱
金
額
は
全
国
的
に

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
本
市

で
は
取
扱
金
額
は
増
加
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
今
後
も
安
定
し

た
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
施

設
運
営
の
効
率
化
、
合
理
化
と

い
っ
た
観
点
か
ら
民
間
に
経
営

を
委
ね
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
、
審
議
会
の
意
見
等
を
踏
ま

え
判
断
し
た
。
民
営
化
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
計
画
か

ら
実
施
ま
で
の
効
率
化
や
サ

ー
ビ
ス
向
上
へ
の
意
識
の
高

さ
、
及
び
消
費
者
、
生
産
者
等

の
ニ
ー
ズ
を
感
知
す
る
能
力
や

収
集
力
の
高
さ
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
市
場
へ
の
市
の
関
与
の

減
少
に
よ
る
公
益
性
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
市
場
関
係
事

業
者
で
構
成
さ
れ
る
市
場
協
議

会
に
今
後
も
引
き
続
き
参
加
を

し
て
い
く
こ
と
で
、
市
場
と
協

議
で
き
る
場
を
確
保
し
て
い
く
。

の
火
災
に
よ
る
被
害
は
か
な
り

の
範
囲
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
市
で
も
、
高
層
建
築
物
は
今

後
も
増
え
続
け
る
と
推
測
さ
れ
、

火
災
へ
の
備
え
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
市
が
現
在
把
握

し
て
い
る
市
内
の
高
層
建
築
物

の
棟
数
と
、
火
災
の
際
の
消
火

方
法
や
罹り

さ

い災
者
の
保
護
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

消
防
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
高
層
建
築
物
は
市
内
に

１
５
０
棟
あ
り
、
う
ち
マ
ン
シ

ョ
ン
は
１
３
３
棟
で
あ
る
。
火

災
の
際
、
消
防
隊
は
、
非
常
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
移
動
す
る
と

共
に
、
高
層
階
で
の
放
水
活
動

が
可
能
な
連
結
送
水
管
や
照
明

用
電
源
を
確
保
す
る
た
め
の
非

常
コ
ン
セ
ン
ト
設
備
等
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
る
。ま
た
、
火

災
に
よ
り
居
住
で
き
な
い
場
合

等
の
罹
災
者
の
保
護
に
つ
い
て

は
、
消
防
局
指
令
課
か
ら
生
活

支
援
課
に
連
絡
す
る
こ
と
を
事

前
に
申
し
合
わ
せ
て
お
り
、
連

士
の
給
与
水
準
は
、
市
独
自
の

保
育
士
等
処
遇
改
善
加
算
に
よ

り
市
職
員
並
み
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ベ
テ
ラ

ン
の
職
員
に
と
っ
て
は
手
厚
く

優
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
一
方

で
、
勤
続
年
数
４
年
未
満
の
保

育
士
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
十

な
る
。
市
は
こ
れ
ま
で
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
等
で

金
井
氏
の
紹
介
等
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
東
邦
大
学
附
属
東
邦

中
学
校
・
高
等
学
校
を
会
場
と

し
て
、
衛
星
通
信
を
介
し
金
井

氏
と
子
ど
も
た
ち
が
直
接
交
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
こ
の
交
信
の
模
様
を
本
市

の
稲
荷
木
小
学
校
で
中
継
す
る

観
覧
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
、

平
成
30
年
１
月
27
日
に
は
、
著

名
な
漫
画
家
で
あ
る
松
本
零
士

氏
を
招
い
て
、「
宇
宙
へ
の
夢

に
挑
み
続
け
る
」
こ
と
を
テ
ー

マ
と
す
る
講
演
会
を
開
催
す
る

こ
と
も
予
定
し
て
い
る
。

絡
を
受
け
た
担
当
職
員
が
、
罹

災
者
に
宿
泊
施
設
を
案
内
す
る

等
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

降
は
１
名
体
制
と
し
て
き
た
。

今
回
新
た
に
副
市
長
を
選
任
し
、

２
名
体
制
へ
と
変
更
す
る
理
由

は
何
か
。
ま
た
、
危
機
管
理
監

で
あ
る
笠
原
智
氏
を
選
任
す
る

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

答　
29
年
11
月
26
日
執
行
の
市

長
選
挙
は
再
選
挙
と
な
っ
た
が
、

同
選
挙
及
び
同
日
執
行
の
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
無
効
を
求

め
る
異
議
申
出
が
な
さ
れ
た
た

め
、
市
長
選
の
再
選
挙
の
執
行

時
期
が
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

大
久
保
博
市
長
の
任
期
は
29
年

12
月
24
日
で
満
了
と
な
り
、
市

長
不
在
期
間
が
長
期
化
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
政

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

副
市
長
を
２
名
体
制
と
す
る
こ

と
に
し
た
。
ま
た
、
笠
原
氏
は

総
務
部
長
、
企
画
部
長
等
を
歴

任
し
、
市
の
事
務
事
業
全
体
を

見
渡
す
立
場
で
職
務
を
遂
行
し

て
き
た
こ
と
か
ら
適
任
と
判
断

し
た
。
空
席
と
な
る
危
機
管
理

監
の
職
に
は
改
め
て
適
任
者
を

配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
士
の

処
遇
改
善

金
井
宇
宙
飛
行
士

応
援
イ
ベ
ン
ト

問　
本
市
の
正
規
採
用
の
保
育

問　
市
は
、
稲
荷
木
小
学
校
の

卒
業
生
で
あ
る
金
井
宣の

り
し
げ茂

宇
宙

飛
行
士
を
応
援
す
る
た
め
、
宇

宙
交
信
の
公
開
観
覧
イ
ベ
ン
ト

等
様
々
な
催
し
を
計
画
し
て
い

る
。
金
井
氏
の
宇
宙
へ
の
挑
戦

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
市
の
取

り
組
み
と
今
後
の
計
画
を
問
う
。

答　
金
井
氏
の
宇
宙
で
の
挑
戦

は
、
市
民
に
と
っ
て
、
宇
宙
へ

の
興
味
や
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
夢
や

希
望
を
与
え
る
貴
重
な
機
会
と

市内にも高層マンションが建ち並ぶ

市川市スポーツセンター（国府台公園）の陸上競技場


